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1 断　　る Refuse

2 減　　量 Reduce

3 何度も使う Reuse

4 返　　す Return

5 分別徹底 Recycle

利便性よりも未来環境
ごみゼロ社会をめざそう
5つのRで始まるキーワード

リフューズ

リデュース

リユース

リターン

リサイクル

発行／日野市環境共生部クリーンセンターごみゼロ推進課
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「エコー」は市 でもご覧いただけます。公共施設にも置いてあります。HP

この情報誌「エコー」は、環境（Environment）と協力（Cooperation）の頭文字が皆さまのもとへ響き、それが大きな反響となって広がっていくことを願って名づけました。
また、題字には、ごみがどんどん減っていき、最終的には 0「ゼロ」に近づいて欲しい、という思いも込められています。皆さまのご意見、ご感想をお寄せください。

　プラスチック類ごみや不燃ごみへ電池などを
誤混入すると処理の工程で発火の恐れがありま
す。クリーンセンターの安全のためにも分別の
徹底をお願いします。電池などは「有害物の日」
に、電池が取り出せない製品は、「小型家電の
日」にお出しください。

　プラスチック類ごみへの医療廃棄物の混入が
続いています。クリーンセンターでは手作業で、
すべてのプラスチック類ごみを選別しています。
作業者の事故防止および適切なリサイクルのた
めに分別の徹底をお願いします。医療廃棄物は
かかりつけの病院、薬局に返却してください。

▲電池など ▲プラスチック類ごみへ混入した医療廃棄物

　令和3年6月4日に、環境汚染につながるプラスチックごみの削減と資源としての再利用を進めるた
めの「プラスチック資源循環法」が成立しました。
　市では、令和2年1月からプラスチックの一括回収を開始しており、この取り組みが、国内でも先進
的な事例であるとして、現在、行政機関の視察やテレビの取材が相次いでいます。
　世界的にもプラスチックごみの回収・資源化についての取り組みが加速しています。引き続き、ご
みの資源化にご協力をお願いします。

　プラスチックごみの18%は汚れているなど資
源化できない状態のものが含まれています。汚
れているプラスチックは軽くすすぐなど洗って
ごみを出すことで、より一層資源として再利用
することができて、環境負荷の低減につながり
ます。

プラスチックごみ回収・資源化の取り組みテレビでも
取り上げられ
ました!
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分別の徹底のお願い

　プラスチック類ごみへの医療廃棄物の混入が

医療廃棄物

汚れを落としてから捨てる

　プラスチック類ごみや不燃ごみへ電池などを

バッテリー

「もったいない」を「ありがとう」へ
　フードドライブとは、家庭で使い切れない未使用食品を持
ち寄り、それらをまとめてフードバンク団体や地域の福祉施
設・団体などに寄贈する活動です。
7月にオープンした石田環境プラザに、日野市社会福祉協

議会フードパントリーと連携したフードドライブ常設窓口を
設置しました。
　ご家庭で余っている食品を持ち寄っていただき、食品ロス
の削減に取り組むとともに、支援を必要としている方への有
効活用として、ご協力をお願いします。

食品ロス削減にご協力ください

・お米(白米、玄米、アルファ米)
・パスタ、そうめんなどの乾麺
・缶詰、レトルト食品、インスタント食品
・菓子類、のり、お茶漬け、ふりかけ
・調味料(しょうゆ、食用油、みそなど)
※箱が開いていても袋に入っていれば可

寄付をお願いしたい食品類

・賞味期限が明記されていない食品
・賞味期限が1カ月未満の食品
・賞味期限が切れている食品
・冷凍食品
・開封されているもの
・生鮮食品(生肉、魚介類、生野菜など)

引き取れないもの

【石田環境プラザ】 所在地:日野市石田1-13-4　電話:042-584-3317
開館時間:午前9時～午後9時　休館日:毎週月曜日、年末年始※月曜日が祝日の場合は、翌平日が休館日

手前の商品から購入を
　環境省が定める10月の3R（リデュース・リユース・リサイクル）推進月間にあわせて、市内のセブン－
イレブン店舗に協力を得て、「おにぎり」などのすぐに食べる商品を陳列されている手前から取ること
を推奨する「手前どりPOP事業」を実施します。
　すぐに食べる商品は、「手前の商品から購入」にご協力ください。
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